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ご自由に お持ちください。

令和４年度林政部優良工事施工者表彰式を開催しました

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

11月11日㈮
11月13日㈰
11月20日㈰
11月27日㈰

スプーンクラブ
●一般の人々に木工に親しんでもらう機会を作るため、月に

3～4回程度、伐ったばかりの生木を斧やナイフで削る「グ
リーンウッドワーク」の手法でスプーンを作る「スプーンク
ラブ」を実施する。

ぎふ木遊館

058-215-1515

11月15日㈫ 森林サービス産業
普及促進セミナー

「森林サービス産業」に興味・関心を持ってもらうためのセミ
ナーを開催します。
希望者にはmorinosプログラム「はだしのトレイル」の一部体
験も実施します。
●時間：15:30～17:30（はだしのトレイル体験は14:30～）
●定員：セミナー70名　  はだしのトレイル体験30名
※詳細は岐阜県HPをご覧ください。

岐阜県立森林文化アカデミー
森の情報センター

岐阜県 森林活用推進課
058-272-8821

①11月23日（水・祝）
②12月17日㈯
　計２回

摩擦発火と焚き火マンダラ講座
～素材選択から季節変動まで～

●対象：小学4年生以上(小学生は保護者も要参加）
●定員：10組
●受講料：15,000円（1組）
●申込期限：開催日の10日前

岐阜県立森林文化アカデミー 
森の工房（美濃市）

森林総合教育センター（morinos）
0575-35-3883

11月26日㈯
ワイズマンから学ぶ庭木剪定
初級講座
～枝の見方、ハサミの選び方～

●対象：18歳以上の野外活動が可能な方
●定員：10名
●受講料：1,000円
●申込期限：11月11日（金）

岐阜県立森林文化アカデミー 
森の情報センター（美濃市）

森林総合教育センター（morinos）
0575-35-3883

12月3日㈯
morinosカフェ
北アルプスでつなげる
飛騨高山と松本

●対象：県内在住の成人
●定員：20名
●受講料：無料
※詳細は森林総合教育センター（morinos）のHPをご覧くだ

さい。

高山市 若者等活動事務所 村半

森林総合教育センター（morinos）
0575-35-3883

12月7日㈬ 狩猟免許試験
狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9：30～17：00
●申込：11/2～11/16

恵那総合庁舎大会議室

各地域を所管する県事務所、
または環境生活政策課

（058-272-1111 内線 2701）

森林・林業関係イベントカレンダー（11～12月）
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令和４年度林政部優良工事施工者表彰式を開催
～ 林政部長表彰 ～

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058ｰ272ｰ1111 内線（3020） 林政課政策企画係まで

○令和４年度林政部長表彰の受賞者

「岐阜県緑化功労者表彰」及び「岐阜県林業経営コンクール」の表彰式を開催！

　県では、多年にわたり緑化活動への功績が顕
著であった個人・団体を「岐阜県緑化功労者」
として、また優良な林業経営を行う林業経営者・
法人・団体等を「岐阜県林業経営コンクール」に
おいて、毎年表彰しています。
　このたび、４者（個人・団体）の方が受賞され、
１０月１４日に岐阜県庁で表彰式を開催しました。

【受賞者】

【写真左から】栗本 重秋さん、髙橋 利見さん、高井林政部長、
　　　　　　　内木 篤志さん、石田 五秀さん（明宝財産区管理会 会長）

●岐阜県緑化功労者表彰      ： 栗本 重秋さん（東白川村）　髙橋 利見さん（岐阜市）　内木 篤志さん（中津川市）
●岐阜県林業経営コンクール ： 明宝財産区管理会（郡上市）

　県林政部では、公共工事施工者の技術力に加え、創意工夫や地域貢献
活動などの取組みを奨励し、施工者の意欲の増進を図るとともに、建設産
業の社会的評価を高めるため、優良工事施工者表彰を実施しています。
　令和４年度は、林政部が発注した工事のうち、令和３年度に完成した
179件の中から、林政部長表彰４件及び農林事務所長表彰10件を選定
し、令和４年９月５日（月）に、岐阜県水産会館において、林政部長表彰受
賞者を対象とした表彰式を開催しました。
　受賞されました皆様方には、地域の建設業の模範として、より一層ご活
躍いただくことを期待しています。

●岐阜県緑化功労者表彰について、詳しい内容を知りたい方は  TEL058-272-8255  森林活用推進課緑化推進係まで 　　
●岐阜県林業経営コンクールについて、詳しい内容を知りたい方は  TEL058-272-8491  森林経営課スマート林業推進係まで 

受 賞 者 表　彰　対　象　工　事

㈱西尾建設 東治工第０２０７号
公共復旧治山事業 川折地区工事（Ｒ２補正）外１ 山腹・渓間工事（東濃農林事務所管内）

大山土木㈱ 飛治第０２１１号
公共災害関連緊急治山工事（大久手） 渓間工事（飛騨農林事務所管内）

坂本土木㈱ 飛治第０２２５号
公共復旧治山工事（湯ノ平２） 山腹工事（飛騨農林事務所管内）

㈱立保 可林工第０２０３号
公共林道開設工事（尾城山２－３工区） 林道開設工事（可茂農林事務所管内）
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●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（3163または3164）森林保全課森林管理係まで

保安林制度の概要

　森林には、水を蓄え洪水を防止する機能、土砂の流出や崩壊を防止する機能、森林浴や森林レクリエーションにより心
身をリラックスさせる効果など、様々な働きがあります。このような森林の持つ機能を特に発揮させる必要がある森林を森
林法に基づき保安林に指定しています。

■ 保安林とは

●立木竹の伐採、立木の損傷、家畜の放牧、下草・落葉・落枝の採取、土石・樹根の採掘、開墾その他の土地の形質の変更
※詳しくは最寄りの県農林事務所又は県庁森林保全課森林管理係へお問い合わせください。

　岐阜県には約42万haの保安林がありますが、この保安林を守っていくことが私たちの生活を守ることにもつながり
ます。保安林の適正な管理にご協力ください。

　保安林では、森林の働きを維持するために次のような行為が制限されており、違反すると法律により罰せられる場合があ
ります。

■ 保安林の行為制限

　保安林は、指定の目的によって１７種類に区分されています。
　そのうち、岐阜県内にある保安林は次の９種類です。

●水源かん養保安林
●なだれ防止保安林
●魚つき保安林

●土砂流出防備保安林
●落石防止保安林

●土砂崩壊防備保安林
●保健保安林

●干害防備保安林
●風致保安林

■ 保安林の種類

水源地域の指定状況

水道施設と水源林（関市富之保）

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8496 森林保全課水源林保全係まで

水源地域において、土地の売買等又は開発行為を行おうとする
場合は事前の届出が必要です

　県では、「清流の国ぎふ」の大切な水源を保全するため岐阜県水源地域保全条例
を制定しています。
　条例に基づき、令和4年9月末現在、22市町村、264箇所、約6万7千ヘクタールの森
林が水源地域に指定されています。
　水源地域に指定された土地の売買等を行う場合には、30日前までに県への届出が
必要です。
　また、1ha以下の開発や、建物等の設置、水を採取するための設備の設置を行う場
合は60日前までに県への届出が必要です。

　水源地域の位置や届出の詳しい内容は、県ホームページでご確認いただけます。

　この条例は、水源林が私たちの知らないうちに売買され、違法に木が伐採された
り、開発されたりすることを防ぐための重要な役割を果たしていますので、事前の届
出にご協力をお願いします。　

検索岐阜県水源地域保全条例
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伝
え
ま
し
た
。
衛
星
電
話
か
ら
の
通
報
は
、

想
定
し
て
い
た
電
話
番
号
が
繋
が
ら
ず
、

携
帯
電
話
会
社
に
よ
っ
て
発
信
番
号
に
違

い
が
あ
る
こ
と
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

【
訓
練
②
：
被
災
者
の
救
出
訓
練
】

訓
練
に
は
、レ
ス
キ
ュ
ー
マ
ネ
キ
ン
（
重

量
48
㎏
）
を
用
い
、
技
術
者
が
倒
木
に
挟

戦
し
な
が
ら
被
災
者
を
搬
送
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬

送
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。
被
災
現
場
に
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
要
請
し
た
と
い
う
想

定
で
、
林
内
及
び
林
道
に
い
る
被
災
者
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
搬
送
し
ま
し
た
。

【
訓
練
④
：
切
傷
部
の
止
血
等
応
急
処
置
訓
練
】

緊
急
車
両
等
が
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
、
自
分
達
で
出
来
る
三
角
巾
を
使
用
し

た
止
血
方
法
や
骨
折
時
の
固
定
な
ど
応
急

処
置
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
中
途
半
端
な

止
血
は
逆
効
果
と
な
る
等
、
正
し
い
方
法

を
学
び
ま
し
た
。
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

ツルウメモドキ

207

▲鮮やかな果実を見せるツルウメモドキ

　

飛
騨
川
沿
い
に
高
山
市
を
目
指
す
途

中
、
待
避
所
の
脇
で
美
し
い
果
実
を
つ

け
た
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
を
見
つ
け
ま
し

た
。

　

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
（C

elastrus 

orbiculatus

）
は
日
本
全
国
に
分
布
す

る
ニ
シ
キ
ギ
科
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
属
の

蔓
性
落
葉
木
本
で
す
。

　

互
生
す
る
葉
は
長
さ
約
5
～
10
㎝
の

倒
卵
形
～
楕
円
形
で
、
5
～
6
月
に
葉

腋
に
短
い
集
散
花
序
を
出
し
て
黄
緑
色

の
花
を
咲
か
せ
る
雌
雄
異
株
で
す
。

　

蔓
は
灰
褐
色
で
長
く
伸
び
て
ほ
か
の

植
物
に
絡
み
つ
き
、
10
～
12
月
に
は
黄

色
に
熟
し
た
直
径
7
～
８
㎜
の
果
実（
朔

果
）
が
3
つ
に
割
れ
、
中
か
ら
橙
赤
色

の
仮
種
皮
に
包
ま
れ
た
種
子
が
顔
を
出

し
、
こ
の
彩
り
が
美
し
い
た
め
盆
栽
に

仕
立
て
た
り
、
生
け
花
や
リ
ー
ス
材
料

に
も
利
用
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
早
い
時

期
か
ら
店
頭
に
並
ぶ
も
の
は
、
果
実
が

ま
だ
青
い
う
ち
に
採
取
し
て
、
表
面
を

火
で
あ
ぶ
っ
て
強
制
的
に
皮
を
裂
か
せ

た
も
の
で
す
。
季
節
ど
お
り
な
ら
ば
10

月
下
旬
～
11
月
に
熟
す
た
め
、
俳
諧
で

は
秋
の
季
語
に
「
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
」

ま
た
は
「
ツ
ル
モ
ド
キ
」
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
。

　

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
の
和
名
は
、
蔓
性

の
ウ
メ
モ
ド
キ
（Ilex serrata

）
を
意

味
し
ま
す
が
、
属
名
のC

elastrus

は

古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「C

elastros

（
常

緑
の
セ
イ
ヨ
ウ
キ
ヅ
タ
）」、
種
小
名
の

orbiculatus

は
「
円
形
の
」
と
い
う
意

味
で
す
。

　

ち
な
み
に
英
語
で
はO

riental 

bitter-sweet

と
か
、A

sian bitter-

sweet

と
呼
ば
れ
ま
す
。
熟
し
た
果
実

は
少
し
甘
い
の
で
す
が
、
蔓
を
齧
っ
て

み
て
も
苦
さ
も
甘
さ
も
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
の
利
用
で
特
徴
的

な
の
は
繊
維
利
用
で
す
。
ア
イ
ヌ
民
族

の
伝
統
的
織
物
「
ア
ッ
ト
ゥ
シ
（
厚
司
）」

に
は
、
オ
ヒ
ョ
ウ
や
ハ
ル
ニ
レ
、
シ
ナ

ノ
キ
な
ど
と
と
も
に
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ

の
樹
皮
繊
維
が
使
わ
れ
、
ツ
ル
ウ
メ
モ

ド
キ
は
植
物
の
内
皮
繊
維
を
意
味
す
る

｢

ハ
イ｣

と
、
蔓
を
意
味
す
る｢

プ
ン
カ

ル｣

か
ら
、｢

ハ
イ
プ
ン
カ
ル｣

と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
繊
維
は
シ
ナ
ノ
キ
の

内
皮
よ
り
も
白
く
強
靱
な
た
め
、
荷
負

縄
や
弓
の
弦
、
女
性
の
下
帯
、
メ
カ
ジ

キ
漁
の
銛
を
結
ぶ
紐
な
ど
に
も
利
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

冬
に
蔓
を
採
取
し
て
縦
に
半
分
に
割

り
、
採
っ
た
内
皮
の
み
を
熱
湯
に
数
分

間
漬
け
て
濃
い
緑
色
に
な
っ
た
ら
、
雪

の
上
で
2
週
間
ほ
ど
晒
し
て
白
く
し
、

細
く
裂
い
て
か
ら
撚
っ
て
地
機
（
じ
ば

た
）
で
布
に
織
り
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
河
川
沿
い
や
山
の
ツ
ル
ウ
メ

モ
ド
キ
は
、
河
川
改
修
工
事
や
人
工
造

林
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
山

口
県
防
府
市
に
は
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
巨

樹
に
巻
き
付
い
た
見
事
な
「
麻
生
の
ツ

ル
ウ
メ
モ
ド
キ
（
天
然
記
念
物
）」
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

川
沿
い
の
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
を
前
に
、

こ
う
し
た
大
き
な
株
が
い
つ
ま
で
残
し

て
も
ら
え
る
か
不
安
を
感
じ
な
が
ら
飛

騨
川
の
上
流
に
向
か
っ
た
の
で
す
。
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　私の目標は週4日以上の散歩。もう10数年続けている。足腰
を鍛えるためだ。目標は一日１万歩。当初は自宅近くを歩いて
いた。ある日、同級生にこのことを話すと、彼は言った。「平坦
な道ばかりでは運動にならない。山道も歩かなければ駄目だ」。
それで近くの伊木山（標高173ｍ）も歩くことにした。軽い足
取りで歩けた。これを続けているうちに７５才になった。ところ
がこの頃から伊木山を歩くのがきつくなってきた。そこで無理を
せずにゆっくり歩くようにした。しかし、時間が１時間半以上か
かるようになった。しかも同じ道を歩いているので飽きてくる。
そこでラジオを聞きながら歩き始めた。これが正解。楽しい山
歩きとなったのである。しかし、今年の夏はすごく暑かったので、
自宅周辺を歩いた。それが9月11日、久しぶりに伊木山を歩いた。
少し涼しくなってきたからである。歩き始めたら小さな虫が目の
前に現れ飛び回った。すぐに顔や腕に止まる。叩き殺すとそこに
は赤い血。ヤブ蚊と呼ばれている蚊が襲ってきたのである。そ
の数がすごい。数えてみた。片腕に１０数匹。２０匹以上の時もあっ
た。これが両腕と顔。次々と襲ってくるのだ。蚊と闘いながらの
山歩きとなった。蚊の攻撃は登山口から頂上まで続いた。腕は
ブクブクに膨れ、血で赤くなっている。こんなことは初めてであっ
た。上りはラジオを聞く余裕がなかったので、スイッチを入れた。
連日新聞、テレビで報道されている、保育園の園児がバスの中
で置き去りにされ熱中症で死亡したことを話していた。園児は
水筒を空にし、衣服を脱ぎ棄てて倒れていたという。むごい話だ。
この姿を想像すると胸が詰まり、涙が出てきた。少し下ると再
び蚊が攻撃してきた。これをたたき殺す。この繰り返しだ。そ
の時バスの中で死亡した園児が目に浮かんできた。苦しかった
だろう。これに比べ蚊に襲われたくらいで大騒ぎしている自分。
みじめというか情けなくなり、むきになって蚊を殺さないように
した。登山口に着いた。蚊はいなくなった。しかし、腕は血で
染まり真っ赤っか。しかもすごく痒い。どれくらいの蚊に刺され
たのだろうと思った。

×　　×　　×　　×
　持ち帰った蚊を調べた。ヒトスジシマカであった。ヤブ蚊と呼
ばれている蚊である。体が黒と白の模様になっているのでよく
わかる。我が家にも蚊はたくさんいる。庭で草引きをすれば襲っ
てくるし、夜になると家の中で「ブーン」と音をたてて刺しに来る。
しかし、ヒトスジシマカとは体の模様が違う。アカイエカであった。
我が家にいるのはこの蚊だけでヒトスジシマカはいなかった。
両種とも大きさは５mm前後。卵から成虫になるのは１０数日。
これが年中活動しているが暑い夏場に多い。血を吸うのはメス

だけ。丈夫な卵を産むための栄養源だからである。私は何十年
も虫採りに出かけているが、こんなに沢山のヤブ蚊に刺された
ことがない。なぜ、あの日だけ多かったのか。このことが気になっ
てきた。

×　　×　　×　　×
　そこで、２日後同じコースを歩いた。天候などの条件はほぼ
同じであった。ところがこの日は少ない。数匹集まるだけなの
である。「飛んで来い、飛ん
で来い。ヤブ蚊たちよ」。こん
な唄を口にしているうちに頂
上に着いた。２日前にあれだ
けいた蚊はどこへ消えてし
まったのか。頭がもやもやし
たまま頂上を後にした。下り
も同じで、腕は痒くも痛くも
なかった。登山口へ着いた。
しかし、なぜ今日は少なかったのか。このことが気になったので、
近くにある神社の山林など３か所を調べた。ヤブ蚊はどこにもい
たが、ほとんどがヒトスジシマカ。時々アカイエカがいた。しかし、
数は少ない。なぜあの日だけあんなに多かったのか。この謎は
深まるばかりだ。

×　　×　　×　　×
　庭で草引きをすると、すぐに蚊が飛んできて顔を攻撃する。
これがうっとうしい。ところが女房はほとんど刺されないという。
「なぜ俺だけが襲われるのだろう」。「お酒の飲みすぎよ。晩酌
を止めたら」と女房。「蚊に食われても酒は止めないよ」と答
える自分。その後、「もしや本当では」。そんな気がした。故某
大学の博士が「呑み助には蚊が集まる。大酒飲みほど大群が押
しかける」と口にしていたことを思い出したからである。庭に
は水鉢、バケツ、瓶、缶などがあり、水の溜まっている容器に
は幼虫（ボウフラ）がいた。蚊は卵からわずか１０日間で成虫に
なる。これが次々と卵を産んでいくのだから、蚊がいるのは当
然だと思った。しかし、数は少ない。なぜあの日だけあんなに
多かったのだろう。またまたこの謎へ。顔や腕に群がるヤブ蚊
たち。追い払っても次々と襲ってくる。うっとうしく腹が立った。
このことを思い出している時、園児が「おじさん。ヤブ蚊の大
群なんかたいしたことないよ。刺されるだけだから。私はバス
の中で暑くて暑くて本当に苦しかったんだよ」と言っているよう
な気がしてきた。

－なぜあの時だけ大群で、ヤブ蚊－ 【第376回】
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通信

　ぎふ木遊館のギャラリーでは、県内各地の「ぎふ木育」の取組や、その背景と
なる自然・産業等を紹介するギャラリー企画展を開催しています。９月９日か
ら１０月４日にかけて中津川市の協力により「中津川市の森林文化と木育展」を
開催しました。

　中津川市は、木曽五木等の豊かな森林資源を背景に、乳幼児への木製記念
品のプレゼント、幼児向けの独自の木育プログラム開発、木育指導者の育成等
に取り組んでおり、県内市町村の中でも特に木育に力を入れています。林業・
木材産業だけにとどまらず、幅広い人材・団体が「中津川市自然環境団体等連
絡協議会」を構成し、指導者の育成・派遣に取り組んでいる点が特徴です。

　今回の展示で印象的だったものは、付知南小学校での１年生から６年生まで
の段階的な取組みです（右写真）。生活科や図工の教育課程に木育を位置づ
け、五感を使った造形遊びから始まり、みんなで協力してつくる達成感を得る
プログラム、１枚の板から生活に必要なものを作り出すプログラムへとつなげ
ています。

　その他にも、ビー玉と組み合わせたかわいらしい木工作品や、受け継がれて
きた木材加工の技術を活かしたギターやドラムの展示も来館者の目を惹いて
いました。

　今回の企画展の会期中に、中津川市から講師をお招きして、下記の木育プログラムを開催しました。
　三者三様の趣向に富んだプログラムで、いずれも予約は満席となり、計６４名が参加されました。

『木片でつくる木のおもちゃづくり教室』 講師：TOY VILLAGE 虹の森 牧野隆さん
『お箸つくり ～ありがとうを込めて～』 講師：加子母森林組合　内木英喜さん、安江愛子さん、側島優希さん
『鼻笛をつくろう』　講師：栗くり工房 栗谷本征二さん

　森林文化・木との関わりが色濃く残る中津川市は、木育に携わる人材が豊富で、ぎふ木遊館でもご活躍いただいています。また、
10月25日には中津川市苗木公民館でぎふ木育サポーター養成講座を開催し、ぎふ木育の裾野を広げています。ぎふ木遊館から
は地理的に少し遠方である中津川市ですが、「ぎふ木育」を広く県内に波及して進めるよう、これからも互いに連携して取組みを進
めていきたいと思います。

中津川市の誕生祝い品（左）
入園祝い品（中央）入学祝い品（右）

市内の雄大な自然（渓谷や滝）も紹介 市内の木工作家の触れて
楽しい作品展示

有名なギターやドラムなど木の楽器も
中津川で作られています
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

森の出番（morino de van）紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　所　時　間

定 　 休 　 日

morinosでは住友林業株式会社との協働プロジェクト「morino de van（森の出番）」を実施しています。森林体験プログラム
の教材をラッピングしたバンに載せて、各地の小中学校や保育園などに出向いてプログラムを届けています。

今回は初めて飛騨地区の飛騨市立河合小学校（以下、河合小学校）を訪れました。
河合小学校は全校児童32名と少人数です。教頭の中谷先生から「飛騨市河合町は

森に囲まれた地域だが、暮らしの中で気づきにくい森の恵みを実感させたい」という想
いを伺い、「火おこし」と「たたき染め」を体験してもらいました。

最初は火おこしに挑戦です。1年生から6年生まで混合の６班に分かれて行いました。
焚き付けはコウゾの皮をむいた後の芯を使いました。実は河合町は山中（さんちゅ

う）和紙の産地で、今回使った芯は山中和紙工房でもある、児童の家庭から寄贈してい
ただいたものです。

適当な長さにノコギリで切り、スタッフの説明を聴きながら焚火台の上にコウゾの芯
をセットしました。

その後、班で協力して火おこしに挑戦しました。
真ん中の児童が火きり棒を支えて火きり板に押さえつけ

ます。何度か試行錯誤の末、徐々に煙が出始めた班が…。
そして30分ほど苦労の末、最初の班が火種から着火する
ことができました。子どもたちの「やったー」という声が印
象的でした。

つぎは、たたき染めに挑戦です。
校庭の周りを散策して、季節の草花を探しました。赤や青、赤紫とよく観ると色とりどりの植物が。
それぞれ少しいただいて、木綿のハンカチの上に並べ、クリアフォルダで挟んでハンマーで軽く叩きます。
すると、植物の色と形が木綿に写し出され、きれいなたたき染めが出来上がりました。

あっという間の３時間でしたが、子どもたちの楽しそうで満足した表情に、こちらもホッとすると共に、また届けたいとエネル
ギーをもらった気がします。

河合小学校の児童・先生の皆さん、ありがとうございました！

ｍorinosは、休館日以外、開館時間の１０時から１６時までの間、自由に利用いただけます。多くの皆様のお越しをお待ちしてお
ります。興味を持ってくださった方は、morinosのホームページ、動画YouTubeをご覧ください。

森の出番（morino de van）

協力して火おこしします

ハンマーでたたきます たたき染めができました

なんとか着火しました

季節の草花を並べます
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林業3団体による林野庁、県選出国会議員への
提案・要望活動を行いました 山林協会通信⑦

【山林協会　瀬上 繁隆】

写真左から荻巣、織田長官、瀬上 写真左から大野参議院議員、瀬上、荻巣

（公社）岐阜県山林協会、岐阜県森林組合連合会、岐阜県木材協同組合連合会は、毎年夏と冬の２回、林野
庁及び県選出国会議員に対する「森林・林業・木材産業活性化推進に関する提案・要望活動」を行っています。
　　　

令和2年度、3年度と2年続けて、新型コロナウィルス対策の関係から「提案・要望書の郵送による提案・要望
活動」を行ってきましたが、今年度は、久々に対面による提案・要望を、８月１日（月）に、瀬上（公社）岐阜県
山林協会副会長、荻巣岐阜県木材協同組合連合会副会長の２名が、織田（おりた）林野庁長官、前田林政部長、
小坂森林整備部長等林野庁幹部と面談し、提案・要望書を手渡し、岐阜県の森林・林業・木材産業の現状を
説明すると共に、令和５年度予算に対する提案・要望を行いました。

林野庁に続き、県選出国会議員に対する提案・要望活動のため、衆議院議員会館、参議院議員会館を訪問し
ました。折よく、大野参議院議員がお見えになり（皆さんお忙しい方ばかりで、中々お会いして直接説明する機会
はありません。右上の写真は貴重な機会でした）提案・要望書を手渡し、岐阜県の森林・林業・木材産業の現
状と課題、支援策等について説明を行うとともに、岐阜県への重点的な予算配分への支援をお願いしました。　

提案・要望内容は下表のとおりです。

I　令和５年度当初予算の確保及び本県への重点配分について
１　脱炭素社会の実現に向けた森林吸収源対策に必要な予算
２　脱炭素社会の実現に向けた木質バイオマス燃料における木材利用拡大に必要な予算
３　林業・木材産業の成長産業化に資するＤＸの推進に必要な予算
４　林業及び木材・木製品製造業の人材の育成・確保の着実な推進に必要な予算
５　山地災害の早期復旧及び減災・防災、国土強靱化の推進に必要な予算
６　林道事業の着実な推進に必要な予算
７　効率的なサプライチェーンの構築支援助成事業及び森林認証材の需要拡大並びにＪＡＳ構造材利用

拡大に向けた必要な予算

Ⅱ　制度の運用等について
１　脱炭素社会の実現に向けた建築物における木材利用拡大
２　「森林サービス産業」創出・推進と山村地域の振興支援の拡充
３　ウッドショック等急激な木材需給の変化に対応する安定供給体制の強化
４　特用林産物の振興
５　地域材を活用した新たな製品・工法等の研究・開発に関する支援の強化・拡充
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●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（４１２１）森林活用推進課森林吸収源対策室まで

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

7
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

脱炭素社会に貢献する森林づくり事業（森林吸収源対策事業）
【背景】
　脱炭素社会の構築が急務の中、企業活動で排出される温室効果ガスの埋め合わせ（カーボン・オフセット）に、
森林吸収クレジットの活用が全国的に注目されています。
　一方、林業は、間伐時の一時的な収入と主伐時の原木販売の収入に限定され、それまでの期間が非常に長期に
及ぶことから、安定的な経営を実現するためには、新たな収益を生み出す必要があります。
　そこで、オフセット・クレジットや信託制度を活用した森林所有者への利益還元、森林整備の仕組みを検討し
ます。

【事業概要】
●県林政部に『森林吸収源対策岐阜県モデル検討会』を設置し、モデル構築に向けた検討を行います。
●検討会内に、２つの研究会（『オフセット・クレジット評価検証プロジェクト研究会』、『森林信託の仕組み検討
プロジェクト研究会』）を設置し、調査・研究を進めます。
●森林所有者、林業事業体、市町村等に対し、森林吸収源対策の普及啓発を行います。

【取組状況】（R4.10月末時点）
●森林吸収源対策岐阜県モデル検討会：2回開催
●オフセット・クレジット評価検証プロジェクト研究会：
　2回開催
●森林信託の仕組み検討プロジェクト研究会：1回開催
●Ｊ－クレジットの創出拡大に向けたセミナーの開催

オフセット・クレジット評価検証プロジェクト研究会の開催

森林のCO2吸収等の研究と評価手法

オフセット・クレジット評価検証
プロジェクト研究会

森林吸収源対策岐阜県モデル検討会
（座長：森林文化アカデミー学長）

報告・調査 報告・調査

森林信託の仕組み検討
プロジェクト研究会

委託者・受益者（森林所有者等）

森林信託事業の検討

クレジット創出者（森林所有者等） 受託者（信託会社等）

森林吸収源対策岐阜県モデル検討の概要

・J ークレジット制度の評価・検証
・天然林のクレジット化の検討
・民間ボランタリークレジットの調査・研究

・森林信託の仕組み
・事業規模
・適正な利益の配分

カーボン・オフセット(排出企業）
CO2吸収量

クレジット 資金 信託配当信託設定

目　的 目　的

検討内容 検討内容
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

気
を
抜
く
と
腐
る
？ 

け
ど
思
っ
た
よ
う
に
は
腐
ら
な
い
？
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【参考論文】［１］野田康信, 森満範, 戸田正彦, 森拓郎：強制腐朽処理による柱脚接合部の評価. 日本建築学会大会学術講演梗概集C-1構造Ⅲ, 277-278 （2011）.

そ
う
し
て
先
ほ
ど
の
話
に
戻
る
と
、
な
ぜ
腐
朽
処

理
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
か
も
察
し
が
つ
い
て

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
わ
ざ
わ
ざ
苦
労
し
て
セ
ル
ロ
ー

ス
を
分
解
し
な
く
て
も
十
分
に
あ
る
培
地
の
グ
ル

コ
ー
ス（
と
デ
ン
プ
ン
）だ
け
で
生
存
で
き
る
か
ら
、

腐
朽
菌
が
木
材
を
あ
ま
り
分
解
し
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
？
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
と
も
と
逞
し
く
生

き
て
い
る
腐
朽
菌
を
見
く
び
っ
て
、
親
心
で（
？
）栄

養
を
あ
げ
す
ぎ
た
と
い
う
訳
で
す
ね
。
端
的
に
表
せ

ば
、「
甘
や
か
し
す
ぎ
て
ダ
メ
に
な
っ
た
」と
い
う
こ
と

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

講
釈
な
ら
こ
こ
で「
子
供
を
甘
や
か
す
な
」と
締
め

る
の
で
し
ょ
う
が
、
腐
朽
菌
の
様
子
を
み
る
と
、
そ

の
結
論
は
間
違
い
の
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
長
く
置
い

て
培
地
の
養
分
が
尽
き
る
と
、
木
材
の
腐
朽
が
き
ち

ん
と
進
み
ま
し
た
。
培
地
の
養
分
が
届
か
な
い
場
所
、

た
と
え
ば
ユ
ニ
ッ
ト
を
取
り
付
け
た
木
材
の
反
対
側

や
内
側
の
奥
ま
で
菌
糸
が
伸
び
、
予
想
以
上
に
分
解

が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た（
図
3
）。
腐
朽

菌
の
伸
び
か
た
は
、
表
面
か
ら
見
る
だ
け
で
は
分
か

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
観
察
結
果
だ
け
見
る
と
、
木
造
住
宅

を
腐
ら
せ
な
い
た
め
に「
砂
糖
を
撒
け
」と
い
う
珍
案

が
出
て
き
か
ね
ま
せ
ん
。
何
か
効
果
は
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
う
ち
砂
糖
は
湿
気
で
流
れ
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
し
、
よ
り
強
力
な
カ
ビ
が
蔓
延
っ
て

腐
朽
菌
を
駆
逐
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
お

よ
そ
期
待
通
り
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
実
験
室

で
起
こ
る
こ
と
が
、
現
場
で
も
そ
の
通
り
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
生
き
物
の
こ
と
な
ら
な
お
さ
ら
、
簡
単
に

思
い
通
り
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

木
造
で
特
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
、
木
が
腐
る
こ
と
、
専
門
用
語
で
い
え
ば
木
材
腐

朽
で
す
。
腐
朽
が
進
む
と
危
険
な
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
腐
る
と
ど
れ
ぐ
ら
い
強
度

が
下
が
る
か
は
、
い
ま
だ
不
明
点
の
多
い
と
こ
ろ
で

す
。
腐
朽
を
進
め
る
菌
類（
腐
朽
菌
）や
木
材
の
種
類
、

木
材
の
腐
り
方
に
よ
っ
て
一
概
に
言
え
な
い
難
し
さ

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は「
ど
れ
ぐ
ら
い
腐
朽
が
進
ん

で
い
た
ら『
手
遅
れ
』な
の
か
」の
線
引
き
が
今
の
と
こ

ろ
、
正
確
に
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を

知
る
た
め
に
は
、
研
究
の
蓄
積
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
去
年
ま
で
在
学
し
た
北
海
道
大
学
で
は
、
腐
朽
し

た
木
材
を
試
験
体
に
使
っ
て「
ど
れ
ぐ
ら
い
木
材
が
腐

る
と
、
ど
の
程
度
ビ
ス
や
釘
の
利
き
は
悪
く
な
る
か
」

な
ど
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
と
言
っ
て
も
、
そ
の

辺
に
落
ち
て
い
る
腐
っ
た
木
材
で
は
実
験
は
出
来
ま

せ
ん
。
研
究
に
必
要
だ
っ
た
の
が
、「
人
工
的
に
木
を

腐
朽
さ
せ
る
」こ
と
＝
腐
朽
処
理
で
す
。
今
回
は
、
そ

ん
な
腐
朽
処
理
か
ら
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

木
材
の
腐
朽
処
理
方
法
と
し
て
、「
腐
朽
源
ユ
ニ
ッ

ト
法
」を
利
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
北
海
道
の
林
産
試

験
場
で
考
案
さ
れ
た
方
法
で
、
容
器
に
培
地
を
充
填

し
て
腐
朽
菌
を
培
養
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
木
材
に
取
り

付
け
、
腐
朽
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
す［
１
］。
私
の
実

験
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
デ
ン
プ
ン
と
糖（
グ
ル
コ
ー

ス
）、
寒
天
で
出
来
た
Ｐ
Ｄ
Ａ
培
地
を
多
め
に
用
意
し

て
ユ
ニ
ッ
ト
を
つ
く
り
、
菌
が
育
っ
た
あ
と（
図
1
）

に
針
葉
樹
材
に
取
り
付
け
、
腐
朽
菌
に
適
し
た
温
度

と
湿
度
を
整
え
て
半
年
以
上
置
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
結
果
が
い
ま
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た（
図
2
）。
木
材
の
水
分
量
の
変
化
も
加
わ
り
ま
す

が
、
腐
朽
の
前
後
で
、
重
さ
の
変
化
が
1
割
に
満
た

な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
腐
朽
処
理
は
失
敗
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
十
分
な
栄
養
と
環
境
で
、
何
が
問

題
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
の
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
木
材
腐
朽
菌

は
、
木
材
の
主
成
分
・
セ
ル
ロ
ー
ス
を
分
解
し
、
栄

養
源
と
な
る
糖
を
生
成
し
て
育
ち
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

ヒ
ト
は
、
デ
ン
プ
ン
を
糖
に
分
解
し
て
栄
養
に
し
て

い
ま
す
ね
。
こ
う
し
て
並
べ
る
と
同
じ
よ
う
に
簡
単

に（
？
）見
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
セ
ル
ロ
ー
ス
を
分

解
す
る
の
は
、
実
は
と
て
も
時
間
の
か
か
る
作
業
で

す
。
ウ
シ
は
牧
草
の
セ
ル
ロ
ー
ス
を
分
解
し
て
暮
ら

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
、
分
解
を
可
能
に
す

る
共
生
細
菌
、
4
つ
の
胃
と
体
の
20
倍
の
長
さ
の
腸
、

そ
し
て
反
芻
が
必
要
な
こ
と
を
考
え
る
と
実
感
が
わ

き
や
す
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ヒ
ト
の
腸
の
長
さ
は

身
長
の
せ
い
ぜ
い
6
倍
ほ
ど
で
す
。
反
芻
も
し
ま
せ

ん
ね
。
セ
ル
ロ
ー
ス
と
デ
ン
プ
ン
は
、
ど
ち
ら
も
グ

ル
コ
ー
ス
が
連
な
っ
た
多
糖
類
で
す
が
、
構
成
す
る

グ
ル
コ
ー
ス
の
構
造
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
違
い
か
ら
、

分
解
し
や
す
さ
を
は
じ
め
性
質
が
大
き
く
違
っ
て
い

ま
す
。

木
材
の
セ
ル
ロ
ー
ス
の
分
解
は
、
さ
ら
に
難
儀
に

な
り
ま
す
。
何
十
年
も
樹
体
を
支
え
る
の
に
、
簡
単

に
分
解
さ
れ
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

樹
木
は
、
き
わ
め
て
分
解
し
に
く
い
成
分
・
リ
グ
ニ

ン
を
セ
ル
ロ
ー
ス
に
ま
と
わ
せ
、
抗
菌
活
性
の
あ
る

抽
出
成
分
、
た
と
え
ば
松
ヤ
ニ
を
木
材
に
蓄
え
て
対

抗
し
て
い
ま
す
。
リ
グ
ニ
ン
の
分
解
の
難
し
さ
は
、

人
が
今
も
苦
労
す
る
ほ
ど
で
す
。
製
紙
工
場
で
は
、

褐
色
で
イ
ン
ク
も
乗
り
に
く
い
リ
グ
ニ
ン
を
う
ま
く

取
り
除
い
て
強
度
の
あ
る
白
い
紙
を
つ
く
る
た
め
に
、

何
種
類
も
の
薬
品
・
漂
白
剤
を
使
っ
た
処
理
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
に
針
葉
樹
材
を
腐
朽
さ
せ
る

（
だ
か
ら
建
築
物
で
被
害
が
深
刻
な
）褐
色
腐
朽
菌
は
、

リ
グ
ニ
ン
を
ほ
と
ん
ど
分
解
で
き
ま
せ
ん
。
褐
色
腐

朽
菌
が
木
材
を
腐
ら
せ
る
の
は
、
抽
出
成
分
と
い
う

毒
と
闘
い
な
が
ら
リ
グ
ニ
ン
を
避
け
て
セ
ル
ロ
ー
ス

を
ち
び
ち
び
と
分
解
す
る
、
手
間
の
掛
か
る
仕
事
と

い
う
わ
け
で
す
。

図1. 菌糸がまわった腐朽源ユニッ
ト. ゼリー状の培地に処理の対象
と同じ樹種の小片を並べて腐朽菌
を接種し，製作する.

図2. あまり腐らなかった試験体. 材の表
面も硬さをほとんど保つ.

図3. ユニットを取り付けた上面から、腐
朽菌が木口（写真奥）へ迂回して材の
内部を腐らせた例.
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内装木質化

海津市平田町今尾北区557-2

木の香る
ぎふの施設

116

施設の経緯
　海津市平田町管内の２支店を統合し海津北支店を建築す
るにあたり、利用者が親しむことができる和やかな雰囲気の
施設とするため、県産材を用いて内装を仕上げることにしま
した。 

　店舗待合、相談室、会議室を中心に、県産材を使い木質化し
ました。

　利用者から「木の香りが心地よい。」「落ち着いた雰囲気で、
相談ができる。」とのご意見をいただいており、職員も和やか
にお客様の対応ができます。

ＪＡにしみの海津北支店

施設概要

事業主体 西美濃農業協同組合

事業年度 令和2年度

構造
延床面積

鉄骨造 平屋建
延床面積 430.05㎡（事務所棟）

施設用途 店舗・事務所・会議室

助 成 額 1,169千円（県産材需要拡大施設等整備事業）

木材使用量
使用樹種

3.18㎥
スギ、クリ

全農岐阜一級建築士事務所

183,095千円全体事業費

設 計 者

（株）大橋組

令和2年9月4日～令和3年4月30日

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
　ＪＡにしみの本店総務部管財課
　ＴＥＬ0584－73－8196

ここに注目！！

利用者の様子

店舗待合

風除室

相談室

会議室

事務室

施 設 全 景

会議室

MORINOTAYORI13



岐
阜
県
森
林
研
究
所
●
片
桐 

奈
々

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を

　
　
　適
切
に
管
理
し
て
森
林
を
育
て
る

地域の人

恵那地域の新人紹介

林　杏実菜さん　　側島　優希さん
側島さん

加子母森林組合

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
３
ー
２
６
ー
１
１
１
１（
内
線
３
０
５
）

　
　
　
　
　
恵
那
農
林
事
務
所
　
林
業
課
　
森
林
整
備
係
ま
で

林　杏実菜（はやし　あみな）さん

側島　優希（）さん

はやし そば　 じま ゆ　　 きあ　　 み　　 な

林さん

　

今
回
は
、中
津
川
市
の
北
部
に
位
置
す
る
「
加

子
母
森
林
組
合
」に
今
年
４
月
入
社
し
た
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
二
名
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
二
人
と
も
岐
阜
県
内
の
農
林
高
校
卒
業
後

に
岐
阜
県
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
（
以
下
ア
カ

デ
ミ
ー
）
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
に
入
学
し
、
今
年
３

月
ま
で
森
林
・
林
業
の
知
識
・
技
術
を
学
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

加
子
母
森
林
組
合
に
就
職
し
た
き
っ
か
け

は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
在
学
中
の
就
職
企
業
説
明
会

で
し
た
。
加
子
母
森
林
組
合
か
ら
説
明
に
来
ら

れ
た
職
員
の
人
柄
に
惹
か
れ
、そ
の
後
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
、
職
場
の
雰
囲
気
の
良
さ

と
仕
事
内
容
が
自
分
達
に
合
っ
て
い
た
た
め
加

子
母
森
林
組
合
を
就
職
先
と
し
て
選
択
し
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

 

林
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◦
実
家
は
山
を
所
有
し
て
お
り
、
曾
祖
父
は
電

柱
用
の
木
材
の
仕
入
れ
販
売
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
後
に
は
、
少
し
ず

つ
で
す
が
、
将
来
の
林
を
想
像
し
な
が
ら
所

有
林
の
手
入
れ
を
始
め
て
い
ま
す
。

◦
資
格
取
得
が
好

き
で
、
大
型
特

殊
、
危
険
物
、
車

両
系
建
設
機
械
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

等
の
資
格
を
持
っ

て
い
ま
す
。

〇
現
在
の
仕
事
内
容

◦
森
林
計
画
課
に
所

属
し
、
調
査
・
測
量
・
補
助
金
事
務
・
キ
ャ

ン
プ
場
運
営
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

〇
今
後
の
抱
負

◦
先
ず
は
一
通
り
の
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
加
子
母
の
高

密
路
網
を
生
か
し
た
利
益
の
出
る
森
林
管
理

を
提
案
出
来
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
資
格
を
増
や
す
た
め
の
勉
強
を

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

側
島
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◦
実
家
は
林
業
に
無
縁
で
し
た
が
、
自
然
が
好

き
で
農
林
高
校
に
入
り
ま
し
た
。
中
学
１
年

生
の
時
に
担
任
の
先
生
が
農
林
高
校
、
森
林

科
学
科
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
紹
介
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
今
が
有
り
ま
す
。

〇
現
在
の
仕
事
内
容

◦
加
工
課
に
所
属
し
、
加
子
母
産
ヒ
ノ
キ
を
加

工
し
た
学
校
教
材
キ
ッ
ト
や
販
売
品
等
の
製

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
今
後
の
抱
負

◦
先
ず
は
製
品
作
り
に
慣
れ
る
こ
と
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
川
上

か
ら
川
下
ま
で
の

木
材
の
流
れ
を

も
っ
と
勉
強
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◦
グ
リ
ー
ン
セ
イ

バ
ー
（
樹
木
・
環

境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
会
が
主
催
し
、

植
物
や
生
態
系
に
関
す
る
知
識
を
体
系
的
に

身
に
つ
け
た
人
材
を
育
成
す
る
試
験
）
や

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
資
格
を
取
得
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

細
川
組
合
長
か
ら
二
人
へ
の
言
葉

◦
守
破
離
（
し
ゅ
は
り
：
武
道
の
言
葉
で
、
教

え
を
学
び
、
そ
の
型
を
破
り
、
己
の
ス
タ
イ

ル
を
確
立
す
る
こ
と
）
の
考
え
で
仕
事
を
し

て
欲
し
い
。

◦
自
分
の
給
料
は
、
自
分
で
稼
ぐ
こ
と
。（
若
い

発
想
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
事
業
化
し
て
い

き
、
職
員
全
員
が
営
業
マ
ン
で
あ
る
自
覚
を

も
つ
）

　

お
二
人
へ
、
有
難
く
温
か
い
お
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。

 

取
材
を
終
え
て

　

お
二
人
と
も
ま
だ
二
十
歳
で
、
就
職
し
て
半

年
も
経
っ
て
い
な
い
の
に
、
落
ち
着
き
が
あ
り

加
子
母
森
林
組
合
に
し
っ
か
り
と
溶
け
込
み
仕

事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
「
わ
な
免
許
」
を
取
得
さ
れ
て
お

り
今
年
の
猟
解
禁
日
に
向
け
て
現
在
復
習
中
だ

そ
う
で
す
。

　

明
る
い
お
二
人
が
、
今
後
、
加
子
母
森
林
組

合
の
主
軸
と
な
り
活
躍
す
る
姿
が
楽
し
み
で
す
。
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岐
阜
県
森
林
研
究
所
●
片
桐 

奈
々

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を

　
　
　適
切
に
管
理
し
て
森
林
を
育
て
る

　

シ
カ
の
食
害
を
防
止
す
る
対
策
の

ひ
と
つ
に
、
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
は

施
工
し
た
後
、
手
間
が
か
か
ら
な
い

と
い
う
話
を
た
び
た
び
聞
き
ま
す
が
、

そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
施
工

後
に
放
置
す
る
と
、
健
全
に
造
林
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
構
造

　

市
販
さ
れ
て
い
る
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル

タ
ー
は
主
に
、
苗
木
に
被
せ
る
筒
状

の
本
体
部
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
筒
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
板
、
ネ
ッ
ト
布

の
３
種
類
）
と
、
本
体
部
を
支
え
る

支
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
弱
点

　

ま
ず
、
図
２
の
よ
う
な
樹
形
異
常

の
発
生
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
樹
形
の

異
常
は
時
間
が
経
過
す
る
と
治
せ
な

い
た
め
、
早
期
発
見
し
て
異
常
部
を

剪
定
し
、
脇
芽
を
頂
芽
に
誘
導
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
は
積
雪

に
弱
く
、
耐
雪
性
の
高
い
支
柱
で
も

折
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
図
３
）。

雪
解
け
時
期
に
、
施
工
地
を
見
回
り
、

倒
れ
た
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
補
修

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
本
体

部
の
タ
イ
プ
で
苗
木
の
生
長
の
仕
方

が
変
わ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
森
林

研
究
所
H
P
で
公
開
中
の
手
引
書（
シ

カ
食
害
防
止
対
策
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
と
そ
の
対
処
法
～
防
除
を

効
果
的
に
行
う
た
め
に
～
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
シ
カ
柵
や
忌
避
剤
散
布

に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
適
切
に

施
工
・
管
理
す
れ
ば
ほ
ぼ
確
実
に
食

害
か
ら
苗
木
を
保
護
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
は
対
策
を
実
施
す
る

う
え
で
、
最
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

施
工
地
を
適
切
に
管
理
し
続
け
る
こ

と
で
は
じ
め
て
食
害
防
止
効
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

図 1　ツリーシェルターの構造
⑴プラスチック筒、⑵プラスチックネット板、⑶ネット布

図 2　ツリーシェルターで起こる樹形異常
全ての本体タイプで樹形異常が起こる可能性がある。特にネットタイプは、
メッシュサイズが大きいと頂端が外に出て曲がったまま成長することがある。

図 3　積雪によるツリーシェルターの倒伏被害
耐雪用の径 4cmの支柱も倒れる
被害が確認されている（上）。

⑴ ⑵ ⑶
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
4
ー
2
5
ー
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　可
茂
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

　
森
林
の
た
よ
り
９
月
号
の
ス
マ
ー
ト
林

業
通
信
㉗
で
紹
介
し
た
、「
経
営
モ
デ
ル

実
証
事
業
」
が
９
月
か
ら
本
格
的
に
動
き

始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
最
新
式
林
業
機
械
を
導

入
し
、
素
材
生
産
か
ら
流
通
、
再
造
林
・

保
育
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
で
総
収
支
が
プ
ラ

ス
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
実
証
試
験
に

取
り
組
む
も
の
で
、
事
業
期
間
は
令
和
４

年
度
〜
５
年
度
の
２
年
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
流
通
分
野
で
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ（
自
動
採
材
機
能
付
き
）ハ
ー

ベ
ス
タ
（
日
立
建
機
日
本
株
式
会
社
）
と

再
造
林
・
保
育
分
野
の
省
力
化
が
期
待
さ

れ
る
山
も
っ
と
モ
ッ
ト
（
キ
ャ
ニ
コ
ム
）

の
２
種
の
機
械
を
現
地
に
持
ち
込
ん
で
実

証
試
験
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
機
械

メ
ー
カ
ー
な
ど
関
係
者
と
調
整
を
重
ね
、

９
月
上
旬
か
ら
現
場
で
の
稼
働
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
機
械
も
メ
ー
カ
ー
技
術
者
か

ら
２
〜
３
日
の
操
作
指
導
を
受
け
た
の

ち
、
試
運
転
を
行
い
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス

タ
は
11
月
末
ま
で
、
山
も
っ
と
モ
ッ
ト
は

10
月
末
ま
で
の
期
間
、実
証
試
験
を
行
い
、

デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
す
。

　
来
年
度
は
油
圧
集
材
機
・
架
線
式
グ

ラ
ッ
プ
ル
の
実
証
試
験
と
見
学
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

「
経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
」
稼
働
開
始
！

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

可茂地域における普及活動について

29

林業普及指導員　河原 多美子
■可茂農林事務所　林業課

山もっとモット ICTハーベスタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

森
林
経
営
計
画
策
定
ま
で
の
事
務
的

　 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１　

森
林
簿（
紙
）情
報
の
入
手

２　

森
林
経
営
計
画
の
区
域
確
定　

３　

間
伐
等
施
業
、
路
網
の
計
画
検
討

４　

森
林
経
営
委
託
契
約
の
締
結

５　

森
林
簿
情
報（
電
子
）の
入
手
※

６　

森
林
経
営
計
画
研
修
受
講

森
林
整
備
課
職
員
に
講
師
を
依
頼
し
令

和
３
年
７
月
15
日
に
研
修
会
を
開
催

７　

森
林
経
営
計
画
実
行
監
理
シ
ス
テ
ム
を

配
備

８　

森
林
経
営
計
画
入
力

９　

森
林
経
営
計
画
認
定
請
求

　
　

白
川
町
が
令
和
３
年
10
月
に
認
定

※　

森
林
簿
の
電
子
デ
ー
タ
の
入
手
に
は
森

林
所
有
者
と
の
森
林
経
営
委
託
契
約
の

写
し
が
必
要
で
す
。

森
林
経
営
計
画
の
作
成
支
援

　

白
川
町
内
の
森
林
経
営
計
画
の
ほ
と
ん
ど

は
白
川
町
森
林
組
合
が
作
成
又
は
作
成
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
組
合
以
外
の
事
業
体
で
も

所
有
者
境
界
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
施
業
委
託

の
同
意
を
取
得
し
て
施
業
を
実
施
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
し
か
し
、
森
林
経
営
計
画
の

作
成
や
補
助
金
申
請
事
務
に
人
手
を
さ
く
こ

と
は
難
し
く
、
取
り
組
め
な
い
林
業
事
業
体

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

白
川
町
内
の
林
業
事
業
体
で
あ
る
東
濃
ヒ

ノ
キ
白
川
市
場
協
同
組
合
は
令
和
元
年
度
に

林
産
部
門
を
立
ち
上
げ
、
皆
伐
施
業
を
主
に

木
材
生
産
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
年
間
を

通
じ
て
安
定
的
な
事
業
量
の
確
保
の
た
め
森

林
経
営
計
画
の
作
成
を
以
前
か
ら
検
討
し
て

い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
に
東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市
場
協

同
組
合
は
森
林
技
術
者
を
４
名
に
増
し
、
森

林
経
営
計
画
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た

た
め
、
白
川
町
農
林
課
の
協
力
も
得
て
支
援

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
計
画
地
は
林
道
が
既
に
整
備
さ
れ

て
お
り
、
所
有
者
境
界
が
明
瞭
で
、
地
域
の

キ
ー
マ
ン
と
な
る
森
林
所
有
者
が
存
在
す
る

箇
所
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

可
茂
農
林
事
務
所
管
内
は
、
岐
阜
県
中
南

部
に
位
置
し
、
２
市
７
町
１
村
の
10
市
町
村
か

ら
な
り
、
森
林
面
積
は
約
６
万
１
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
。
そ
の
う
ち
民
有
林
は
５
万
７
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
占
め
、
人
工
林
率
は
56・
３
％
で
す
。

　

北
部
は
東
濃
桧
の
主
産
地
で
も
あ
る
林
業

地
域（
七
宗
町
、
八
百
津
町
、
白
川
町
、
東
白

川
村
）、
南
部
は
都
市
近
郊
森
林
地
域（
美
濃

加
茂
市
、可
児
市
、坂
祝
町
、富
加
町
、川
辺
町
、

御
嵩
町
）に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
３
年
度
可
茂
地
域
の
普
及

活
動
と
し
て
東
濃
桧
の
主
産
地
で
あ
る
北
部

地
域
に
て
木
材
生
産
量
の
増
加
を
図
る
べ
く
、

白
川
町
内
の
林
業
事
業
体
へ
支
援
し
た
取
組

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
ぜ
白
川
町
？

　

北
部
地
区
の
内
、
八
百
津
町
、
白
川
町
、

東
白
川
村
の「
民
有
林
人
工
林
面
積
あ
た
り

木
材
生
産
量
」及
び「
森
林
技
術
者
数
あ
た
り

木
材
生
産
量
」は
白
川
町
が
ど
ち
ら
も
最
低
で

す
。
そ
れ
ゆ
え
、
白
川
町
の
安
定
的
木
材
生

産
体
制
の
確
保
の
た
め
林
業
事
業
体
へ
支
援

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

項目／町村 八百津町 白川町 東白川村

民有林人工林
面積（ha）A 3,436 12,131 5,381

木材生産量
（㎥）　　  B 8,118 8,477 10,919

森林技術者数
（人）　　  C 16 24 28

B／A 2.36 0.7 2.03

B／C 507 353 390

令和２年度実績

森林経営計画検討の様子

東濃ヒノキ白川市場協同組合の施業の状況
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
4
ー
2
5
ー
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　可
茂
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

　
森
林
の
た
よ
り
９
月
号
の
ス
マ
ー
ト
林

業
通
信
㉗
で
紹
介
し
た
、「
経
営
モ
デ
ル

実
証
事
業
」
が
９
月
か
ら
本
格
的
に
動
き

始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
最
新
式
林
業
機
械
を
導

入
し
、
素
材
生
産
か
ら
流
通
、
再
造
林
・

保
育
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
で
総
収
支
が
プ
ラ

ス
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
実
証
試
験
に

取
り
組
む
も
の
で
、
事
業
期
間
は
令
和
４

年
度
〜
５
年
度
の
２
年
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
流
通
分
野
で
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ（
自
動
採
材
機
能
付
き
）ハ
ー

ベ
ス
タ
（
日
立
建
機
日
本
株
式
会
社
）
と

再
造
林
・
保
育
分
野
の
省
力
化
が
期
待
さ

れ
る
山
も
っ
と
モ
ッ
ト
（
キ
ャ
ニ
コ
ム
）

の
２
種
の
機
械
を
現
地
に
持
ち
込
ん
で
実

証
試
験
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
機
械

メ
ー
カ
ー
な
ど
関
係
者
と
調
整
を
重
ね
、

９
月
上
旬
か
ら
現
場
で
の
稼
働
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
機
械
も
メ
ー
カ
ー
技
術
者
か

ら
２
〜
３
日
の
操
作
指
導
を
受
け
た
の

ち
、
試
運
転
を
行
い
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス

タ
は
11
月
末
ま
で
、
山
も
っ
と
モ
ッ
ト
は

10
月
末
ま
で
の
期
間
、実
証
試
験
を
行
い
、

デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
す
。

　
来
年
度
は
油
圧
集
材
機
・
架
線
式
グ

ラ
ッ
プ
ル
の
実
証
試
験
と
見
学
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

「
経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
」
稼
働
開
始
！

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

可茂地域における普及活動について

29

林業普及指導員　河原 多美子
■可茂農林事務所　林業課

山もっとモット ICTハーベスタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

協
議
会
）が
あ
り
ま
す
。
協
議
会
が
開
催
す
る

小
規
模
事
業
体
や
自
伐
林
家
向
け
の
研
修
会

に
て
森
林
管
理
路
緊
急
整
備
事
業
、
環
境
保

全
林
整
備
事
業
等
、
木
材
生
産
量
増
加
の
た

め
補
助
事
業
の
活
用
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

最
後
に

　

東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市
場
協
同
組
合（
以
下
市

場
）の
意
欲
と
経
営
計
画
策
定
支
援
な
ど
の
取

組
に
よ
り
、
市
場
の
令
和
３
年
度
木
材
生
産

量
は
前
年
度
と
比
較
し
て
12
％
増
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
４
年
度
も
市
場
は
新
た
な
森
林

経
営
計
画
を
作
成
し
木
材
生
産
量
の
増
加
を

目
指
し
ま
す
。

　

能
力
の
あ
る
林
業
事
業
体
や
小
規
模
事
業

体
へ
も
支
援
・
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

道
に
地
域
の
木
材
生
産
量
の
安
定
供
給
体
制

の
確
保
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
助
制
度
活
用
支
援
な
ど

１　

森
林
経
営
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は

木
材
生
産
量
を
確
保
す
る
た
め
、
主
伐

再
造
林
の
計
画
を
た
て
る
よ
う
指
導
を

し
、
１
・
０
ha
を
含
む
計
画
と
し
ま
し
た
。

２　

施
業
開
始
前
に
森
林
整
備
事
業
の
補
助

制
度
の
説
明
、
事
業
実
施
に
必
要
な
事
業

地
の
プ
ロ
ッ
ト
の
管
理
方
法
及
び
測
量

の
精
度
な
ど
、
必
要
な
作
業
・
基
準
に
つ

い
て
実
例
を
交
え
て
具
体
的
に
説
明
し

ま
し
た
。

３　

効
率
的
に
施
業
地
の
管
理
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
施
業
以
外
の
測
量
等
の
業

務
を
い
か
に
短
縮
す
る
か
も
重
要
で
す
。

そ
こ
で
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
導
入
し
、
人
工
の

削
減
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

他
の
事
業
体
へ
の
支
援

　

白
川
町
に
は
会
社
組
織
、
事
業
体
、
一
人

親
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
態
を
メ
ン
バ
ー
と

し
た
白
川
町
林
業
担
い
手
育
成
協
議
会（
以
下

東濃ヒノキ白川市場協同組合の施業地

研修会の様子
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国
有
林
の
現
場
か
ら

73

御
嶽
山
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

ル
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
登
山
口

へ
向
か
う
道
中
も
天
気
は
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
し
ば
ら
く
車
を
走
ら
せ
た
と
こ
ろ

で
見
え
て
き
た
御
嶽
山
の
山
頂
は
、
見
事

に
雲
に
隠
れ
て
い
ま
し
た
。
途
中
で
雨
が

降
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
心
配
を
抱
き

つ
つ
濁
河
温
泉
口
を
出
発
し
ま
し
た
。

山
岳
救
助
隊
の
方
を
先
頭
に
そ
の
後
に

続
く
よ
う
に
し
て
山
を
登
っ
て
い
き
ま
し

た
が
、
正
直
つ
い
て
い
く
の
で
精
一
杯
で

し
た
。
か
な
り
ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
合
わ

せ
て
く
れ
て
い
る
の
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、

重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
の
登
山
に
慣
れ
て

お
ら
ず
、
高
い
段
差
を
上
る
時
、
足
が
と

て
も
重
か
っ
た
で
す
。
森
林
限
界
を
超
え

た
あ
た
り
か
ら
呼
吸
が
少
し
苦
し
く
な
っ

て
、
本
当
に
酸
素
が
薄
く
な
っ
て
い
る
の

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

な
ん
と
か
五
の
池
小
屋
へ
到
着
し
長
め

の
休
憩
を
取
っ
た
後
、
今
回
の
宿
泊
先
と

な
る
二
の
池
ヒ
ュ
ッ
テ
に
向
か
い
ま
し
た
。

一
日
目
の
目
的
地
で
あ
る
小
屋
に
着
い
た

岐
阜
森
林
管
理
署
は
約
４
万
ha
と
い
う

広
大
な
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
に
は
日
本
百
名
山
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
る
御
嶽
山
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
昨
年
は
実
施
で
き
て
い
な
か
っ
た
御

嶽
山
の
夏
山
パ
ト
ロ
ー
ル
が
、
今
年
、
二

年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
登

山
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
７
月
中
旬
か

ら
10
月
上
旬
ま
で
、
岐
阜
森
林
管
理
署
、

山
岳
救
助
隊
な
ど
の
組
織
が
合
同
で
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
今
年
４
月
に
新
規
採
用
さ
れ
、

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
に
初
め
て
参
加
し
た
職

員
か
ら
の
報
告
で
す
。

数
日
前
か
ら
天
気
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
当
日
は
朝
か
ら
晴
れ

間
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
署

の
先
輩
、
下
呂
市
役
所
に
勤
め
な
が
ら
山

岳
救
助
隊
に
も
入
隊
さ
れ
て
い
る
ベ
テ
ラ

ン
の
方
と
共
に
、
３
人
で
合
同
パ
ト
ロ
ー

下
山
に
関
し
て
は
登
り
よ
り
も
精
神
的

に
は
楽
で
し
た
が
、
足
に
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
、
帰
り
の
道
は

と
て
も
長
く
感
じ
ま
し
た
。
下
山
が
終
わ

り
出
発
地
点
の
登
山
口
に
到
着
す
る
と
、

本
当
に
自
分
は
御
嶽
山
の
登
山
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
な
と
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
様
々
な
場
面
で
お
世
話
に

な
っ
た
山
岳
救
助
隊
の
方
に
は
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
回
は
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
の
登
山
で

し
た
が
、
自
分
は
登
る
の
に
必
死
で
、
登

山
道
の
危
険
な
箇
所
の
確
認
や
現
場
写
真

の
撮
影
な
ど
の
業
務
を
し
っ
か
り
と
行
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
体

力
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
反
省

し
ま
し
た
。
次
回
ま
た
こ
の
よ
う
な
業
務

に
携
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
時
の
た
め
に
、

体
力
作
り
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

時
は
、
大
き
な
達
成
感
で
疲
れ
も
吹
き
飛

び
ま
し
た
。
山
小
屋
の
方
が
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
夕
ご
飯
も
と
て
も
お
い
し
く
、
山

の
上
で
も
温
か
い
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
明
か
り

の
な
い
暗
闇
の
中
で
は
星
が
は
っ
き
り
と

綺
麗
に
見
え
て
、
星
空
を
近
く
に
感
じ
ま

し
た
。

二
日
目
は
朝
か
ら
天
気
が
良
く
、
御
嶽

山
の
最
高
峰
で
あ
る
剣
ヶ
峰
に
登
頂
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
辺
り
一
面
を
展
望

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
先
日
規
制

が
解
除
さ
れ
た
ば
か
り
の
未
だ
に
火
山
灰

が
残
っ
て
い
る
風
景
を
見
て
、
事
故
を
風

化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
な
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

そ
の
後
山
岳
救
助
隊
の
方
の
提
案
で
登

山
ス
ポ
ッ
ト
を
何
箇
所
か
案
内
し
て
頂
き

ま
し
た
。
道
中
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子
や

オ
コ
ジ
ョ
な
ど
珍
し
い
動
物
も
見
ら
れ
、

貴
重
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

▲山頂を眺める筆者

▲火山灰が残る山頂付近
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12月号
予定

12月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（208）
●山のおじゃまむし（377）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（119）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（117）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 本誌の５ページでご紹介している通り、郡上市内で林業労働災害レス
キュー訓練を実施し、私もスタッフとして参加しました。

今回は防災ヘリによる搬送訓練があり、ヘリコプターから救助隊が降り
てきて被災者を搬送する訓練の様子をかなり間近で見ることができました。本当は一部
始終をしっかり見たかったのですが、ヘリコプターが近くに来た時の風が想像以上の強さ
で、砂や草木が容赦なく飛んでくるため私は目を守りながら立っているだけで精一杯でし
た。消防署の方曰く、過去には防災ヘリの風圧で林内でチェーンソーが飛ばされたことも
あるそうです。実際に風圧を体感することで、防災ヘリが来る前にどのような準備をすべ
きか自分で考えることができるようになりました。体感しないと分からない、とても貴重
な経験をすることができました。

「森林のたより」編集委員　二村 友子

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

11月8日㈫～
11月11日㈮

フォークリフト
運転技能講習

●講習時間
　１日目　学科　8:50~17:05 
　　　　　学科試験　17:10~18:10 
　2~4日目　実技・試験　8:00~17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円（本代含む）（振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

（学科）
伊自良中央公民館（山県市大門 912-1）

（実技）
ぎふ農協 旧伊自良共選場（山県市洞田 127-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

11月16日㈬～
11月18日㈮

伐木等の業務
（チェーンソー）に係る
特別教育

●講習時間  16日　学科　8:50~17:10
　　　　　  17日　学･実　 8:50~12:00
　　　　　  18日　実技　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

16 日（学科）17 日（学 ･ 実）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
18 日（実技）
県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

12月1日㈭ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　  9:00~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

12月7日㈬～
12月9日㈮

伐木等の業務
（チェーンソー）に係る
特別教育

●講習時間  7日　学科　8:50~17:10
　　　　　  8日　学･実　 8:50~12:00
　　　　　  9日　実技　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

7 日（学科）8 日（学 ･ 実）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
9 日（実技）
県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

12月14日㈬～
12月15日㈭

木材加工用
機械作業主任者
技能講習

●講習時間： 14日～15日　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,600円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

1月12日㈭ 造林作業の指揮者等
安全衛生教育

●講習時間：8:50~16:50
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：11,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

1月26日㈭～
1月27日㈮

リスクアセスメント
担当者
安全衛生教育

●講習時間：26日（林業） 　9:20~16:30
　　　　　　27日（製造業） 9:20~16:30
●申　込：開催日の2週間前まで
●受講料：12,000円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林・林業関係イベントカレンダー（11～1月） 林業者向け

受講資格 
自動車普通運転
免許所持者
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市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（9月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）
ポール

468
－ 

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（9月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm） m3当り

価　格

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

90,000

100,000

110,000

100,000

170,000

149,000

132,000

→

→
→

→

→
→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
上1等
特等
上1等
国産５層

国産５層

　ヒノキは全体的に需要が緩み価格は弱含み。 スギは全体的に安定した

需要に支えられているが弱保合。 スギ4ｍ元木中目、尺上良材については、

活発な応札がみられ引き合いは強い。製紙向けパルプ材、発電向け未利用

材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜）   

　ヒノキは全体的に需要が緩み価格は弱含みが続いている。スギは前回市

とほぼ横ばいとなっているが、良材の引き合いは強い。合板向け原木は、相

変わらず停滞して引き合いは弱い。広葉樹の出材量は少ないが、薪材、用

材ともに引き合いは強い。高値サクラ4m×52cm＠49,300円（飛騨）

　ヒノキ元木３，４ｍ尺上良材については応札多数、強保合。３，４ｍ構造材

と柱は、引き合いは多いが継続して当用買いの姿勢で価格は保合。ヒノキ

合板向けは、（岐阜県産材）２ｍ15cm～２ｍ18cm末口20ｃｍ上・余尺込、

造材が有利。スギ4ｍ元木良材選木については、活発な応札がみられ強保

合。3，４m並材は、堅調な需要に支えられ、保合での展開となった。 （東濃）

記念市開催のお知らせ
「ぎふ優良材展」１１月１０日（木）東濃共販所

「広葉樹祭り」１２月７日（水）飛騨共販所

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

木造建築の骨組み（構造）に当たる土台、柱、梁、桁等と、母屋等小屋組みにも
使われる製材品のこと。構造用木材を略して構造材、構造用材という。杉、
桧、カラ松、米松、欧州産Wウッド（集成材）、同Rウッド（集成材）などで、乾燥
材化・集成材化が一般的になった。

構造材

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1802回

10月4日

10月5日

10月6日

岐
阜
共
販
所

第1389回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

30㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－

－

－

－

22,000

－

－

37,200

－

－

50,200

－

－

－

18,300

－

－

－

26,000

－

－

15,300

－

－

－

－

23,000

－

－

38,000

－

－

78,000

－

－

－

17,200

15,700

16,700

16,500

15,600

－

23,900

23,300

23,200

19,900

19,700

－

17,000

16,000

15,000

24,000

22,400

19,900

20,000

－

11,000

11,000

－

15,000

17,200

16,500

14,500

23,000

21,000

25,000

10,000

19,000

25,000

33,000

－

11,000

第1721回

東
濃
共
販
所

木材市場

522
522

2,977

945

4,851

4,320

14,688

4,900

5,700

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり
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